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/

悼一常 f

時博満d) 養毛飼育 Fi;郁乳0)簡3瓶

互 鞍 丸 でわ20-q･C,∃喚づlっ鮭駕
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+-帥取 q,.中lこl音節鷲啓伍よっ前斡(準砲寄)

か､宙改しTlキのかあつ+lか､′ 号dT,ほかq)餌敦

7ttは市野鞄帝ヒモに新 し い 鹿.3､が野.砿てゎた
ヽ
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芹､･耳よう.こ服寝21エl
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表1｡集合飼育5令幼虫における第3胸節第1旗節間の結懲が体色におよほ
す影響

結駕時期※ 雷雲
各々の組.合わせのTypを示した幼虫数

(前部のType/後部のType)

vL,I V{IV/n V/NV^1WI W4I% %F/I n4I%

-21± l時間 19

-

9±= 1 2l

-

6± 1 25

-

3t 1 44

4 5

(前部が腐敗した幼虫の後部のType, Type

9 10

12 12 1

10 25 2 7

※慧葦
時某引ま脱皮前の時間で示してある｡例えば-9±lは月見皮9±l∈寺問前の
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早) ｡端静か､面紋しT:モの-寺領守は液､,芭

で淑 - た o 線直 ♭ 土 L 鳴惜翫 に 総額 し TL印 乳

-(a: L 頚T:L､け 鴇申年皇帝ヒ モド強< 質 量化 し TL
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か､南部飽和 L寺 に 著 し く 星置 イLJし 七o j=tモに

フ い て は衝撃T=t､lT が簸< 具 邑化 し Tlイ邑イ本でモ

･前著p確率tも に粗く竪邑イピ しTc胞イ本でキ′ 葡

■帝ヒ後初の臥こ付違l-か･なく′ 丸苛令の他線

のiC'邑 は 毎 尊卑令 て渡 し)唱竜 申分 ヒ か う 存 -

ノ

て い 7三 o

3-2-2 度合飼育餌.乳lニ卦L7孟橡マ 0).体

節TCLta)総繁

侮障芝違え ての紡駕が､^卒色へtt d)よ う 在勤

智之与え3.か知孟ためrL,i.取直q土､時限琴

鼻毛簡育5今朝宅にも`いL■て常[個簡-'常之.陶

酔簡凝るいけ蘭乙潮時一骨5納辞簡五節葡し

七｡毛の鰐果′ 妾之.に読下 よ ぅ
に常

L 職印-

常2職節闇 q,鼻毛葡で は前部は1丈綿｣て 小て く

T33TlわType ､の璃利か､it･千穂■か-T-が′ 確率



～○

回 7. 紀.密 zl i 1暗 闇

泉食餌

;:I/.･宇ご主

邑 単

_ゝL

肖u

I.I-(

吊

に 続繋 し た

こ･;ここ､

竪.鵜飼有印 乳

租句育細 旦

:.:ト'-:､I:

.1∴

I
-
-



i/

表2･脱皮9±l時間前の集合飼育幼虫における結鷲が体色におよほす影響

結賀した部位
供試

虫数

各々の組.合わせのTypeを示した幼虫数

(前部のType/後部のType)

v/I V4IV/E V^NV^v n'/I W4I'W/aF^NE/I E4TI%

第1胸節第2胸節問 25 (後部のType:TypeI-6, TypeII-lo≠ Type正一9)※

第2胸節第3胸節問 20 7 5 2 4 1 l

※ 前部は収縮してTypeの識別が因∃経である

I?
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晩節闇 q)純潔l･tは木 部令 d)個ノ捧で旨L電巨Q1ほ う
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喜 一

3 烏合飼育帥蟹 の 旦邑此誇i,t!t管態 句碑

索
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塩 -
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表3.集.合飼育5令幼虫における各種神経節の摘出が体色に
およほす影響

各々のTypeを示した幼虫数
持出した神経節 供試虫数

Ⅰ ⅠⅠ Ⅱ Ⅳ Ⅴ

月1&'

食道下神経節

第1胸節神経節

第2胸節神経節

第3胸節神経節

傷をつけた幼虫

無処理幼虫

34

31

39

43

41

40

43

15 15 3

21 9 1

7 15 7

5 18 10

6 T5 H

1 2 15

1 6 21

2

I

0

0

9

2

5
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表4.隻.合飼育5令幼虫における側心体-アラタ体連ノ合体の摘出が

6令幼虫の体色におよぽす影響

各々のTypeを示した幼虫数

持出した器官 供試虫数
Ⅰ ⅠⅠ 丑 Ⅳ Ⅴ

側心体-アラタ体連ノ合体 20 3 13 4

傷をつけた幼虫 20 6 10 4
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~こ い 3

3 - 3, -

5 誓一瞥の頚率耳直

日払′ 側･ビイ本-アラタ体塵Jtt,体読･よ が食鼻下

神経節 の黒邑化譲克阜作開 かイ本三森皇/]T し て の作

和 才 75a も も TTt lレ モ ン 的右 モ q)

わlこ馨宮 の移司直嚢.%%互 誘Iニ 7;a:

塙出喪級は絶息 q 土l時間添

い て行
っ T=

の-/移植優艶‡

絶息 q ±_ 1 8守PL}q･#)･に 芯L ニ7t31 ⊃

ニ

6)時期(:車そ桁寸
3

とイ象口

朴 ゞL ぅ カ､如 盲 た

っ

た｡神経節の

の ㌻ 令 甜 乳に S･

そ んlこ 膏LT存 し て

こ と 2L観み た か､

か=/台壌キ ち葡lこ

耽寝 か布こリイ苓L衷恥克也か､激し か - も.D 号 こ

-ノ 喪綬･ニけ恥序2l土 一 時闇葡c,度会旬育 F

す幼取去醇い T=｡ま寸l′ 椎｣良2t工l噂p-Ft前に

軍L醸辞一宮ユ晩節闇去鯖賀し′ 頭陶申せ七nリ



>?

軸して遵融頓智息催,), -a,適融線帝の常F一

石 t.し 常 ♭ 根簡 ヽ 回 しい < 舵直 之I土I時間 前 の

鼻名飼育 g市ii77思 C'髄一倒Iu､体- アラ タ体度

合俸/食道下市経帝/管,麻酔子守僧節/官之

晩韓東館韓→簡5梅坪神経節一驚 L 確静神経

節座右備ぇFイ匝-･､っ′ 満3し-首咽Iut伸一アラ

タ体連合体芝JO偲ヅつ餌場し 七o 号の後′
絶

皮ヱL土I埼博満lこ紙背し下部碑功v:､確-jvて唐紅

寸 s こ とか功,S の

-Iユ暗闇^1象~に博之醸簡一常

･3傭時間息蒋ザ続葡しモ｡セの統果/鷺宮且
稗フ埴 し t〕蓉離根毛pや計照区 Q)単 L=イ毎互

フ けた

た･けの直観鰻事βは′ 脱皮碓さまでま,七曜霞■に

畏邑J(uした｡号こで′ これう七生気体-tttのでype

命
けに準

じて TypeIか S TypeV まで巾 F韓暗
ヽ′

(匝8 )に分け
て/蕎菅c,物相知畢七恵もし

七(皐s-) ｡脂一例･uL佃-.T^ラダ林産書林′

食道下市鰹節立･埠相し モモ の は TypeIV キ.し く

lま TypeV 五恭 し/魅/倒tuL-一掬-77テク偶連名

席2f■穆相し T-ヰの は Type===も し く は Type工Ⅴ も

京し七o -う′ 壷L胸簡和経僚+軒z陶酔碑



4t)

ト･･････････-･-･･････｣

l r.rTi

･､リr.--1i 4P

卜
=

.

一 ■

l

l
■

･.l

l J･

を:.,{? I.I

皐
1

;,..''
B D

i-; I(㌔ 重態根融 仁 為 け 盲 毘 亀血q7 租撮

A - ･ - - - Type =

B -
- I

- -

Type ==

c
I- - - -

Type ==I

D
I ･ -- -

Type =V

Type V



〟

表5.集合飼育5令幼虫遊駐月夏部-の各種器官の移植が遊軽腹部の体色
におよぼす影響 .

移植し 供試遊 各々のTypeを示七た遊怒腹部数

移植した器官 た器官 手軽腹部
の数 数

Ⅰ 荘 正 Ⅳ V

脳一側心体-アラタ
体連･合体

食道下神経節

月道

側′山体-アラタ体連
合体

第1胸節神経節

第2, 3胸節･第1
腹節･神経節連.合体

傷をつけたもの

5 10

5 14

5 10

10 10

5 17

5 8

19

5 5

6 8

6 4

5 5

9 8

7 1

7 9 3
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表6. Juvenile hormoneの注射が集ノ合型幼虫遊離腹部の体色におよぼす影響

注射したtかvenile 溶媒(poanu七 供試腹

hormonoの量 oil)量 部数

各々のTypeを示した遊斑腹部数

Ⅰ ⅠⅠ Ⅱ Ⅳ Ⅴ

0･Ol
rg

0.I

0.5

I

5

1=

＼J

l｢1

I

1

I

I

5

poam七o11
､1

pQanu七o11 5

70

10

10

ll

ll

10

10

]1

4

3

5

4

5

I

3

6

4

5

5

6

5

6

4

3

I

I

3

3

2
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表7.側心体-アラタ体連合体除去集合･飼育幼虫-のjuvenile hormoneの

注射が体色におよぼす影響

注射したjuvenile 溶媒(pea.nut

hormone量 oi1)量
供試虫数

各々のTypeを示した幼虫数

Ⅰ ⅠⅠ Ⅱ Ⅳ Ⅴ

0｡05
｢g

O.5

1

2.5

5

p8anu七oi1

2･5卜Ⅰ 20

2.5 20

2.5 20

2.5 20(2)

2.5 20(り

2.5 25

7

I

I

4

0

4

6

8

9

2

3

5

3

6

0

5

( ) 死亡虫数
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表8.集合飼育5令幼虫遊離腹部への5令1E]目集虐､飼育幼虫各種器官･
組織の移植のおよほす影響

移植した器官
移植した
器官数

供試虫数
各々のTypeを示した遊吾隻腹部数

Ⅰ ⅠⅠ 丑 Ⅳ V

月遥一側心体-ア

ラタ体連.合体

食道下神経節

月送

側心体-アラタ

体連ノ合体

筋肉

5 10

5 10

5 10

10 10

10

7 3

8 2

3 7

1 9

2
･

7 l
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表9. 5令1日目幼虫の腹部-q)諸器官の移植が成長後の遊監腹部の体
色におよぼす影響※

移植した器官
移植した 供試 生存 各々のTypeを示した遊離腹部数

器官の数 虫数 虫数
Ⅰ ⅠⅠ 丑 Ⅳ Ⅴ

脳一側心体-

アラタ体連名､
体

食道下神経節

月道

側心体-アラ
タ体連ノ合体

筋肉塊

5 10 10

5 10 10

5 10 10

10 10 10

10 10

6 4

7 3

8 2

5 4 l

.
3 7

･8･知綬亨ラミは本号tニ書己載
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1日目幼虫の胸部への諸器官の移植が成長後の遊要望腹部の体
ぼす影響･x･

移福した器官
移植した 供試 生存

器官数 虫数 虫数

各々のTypoを示した遊離腹部数

Ⅰ ⅠⅠ 丑 Ⅳ V

食道下神経節 5 10
･

9 2 4 3

筋肉 10 10 3 6 7

※ 実貢会方法は本文に記敢
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義ll.各種器官を摘出した幼虫の脳＼側心体-アラタ体連ノ合体および食

道下神経節の黒色化簸起効果

移ヰ直した器官
移植器
官数

供試遊離 各々のTypeを示
I L

ヽLJLホLL rl
Jb

一ゝr7 itLL

した道警筆E･夏部数器官供与虫の種禁頁 腹部数

(死亡数) I ⅠⅠ Ⅱ Ⅳ Ⅴ

側心体-アラ

タ体連ノ合体

月送

食道下神経節

側心体-アラ

タ体連ノ合体

月詣

食道下神経節

月送･食道下神経節
摘出幼虫

側心体-アラタ体

連ノ合体持出幼虫

傷をつけた幼虫

傷をつけた遊密集腹部

10(り

8

6

6

9

10(I)

5 4

1 5 2

3 3

2 4

4 5

7 2

10 5 4 l
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表12.脳一側心体-アラタ体一食道下神経節連名､体の黒色化誘起効果

移植した 供試遊 各々のTypQを示した遊賢覧腰部数
移植した器官 器官数 駐腹部

数 Ⅰ ⅠⅠ 丑 Ⅳ Ⅴ

脳一側心体-アラタ体

一食道下神控:節連ノ合体

筋肉

(;
1 6 2

8 1

1 9

10 3 6 1

( ) 死亡個体数
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表13.集ノ合飼育幼虫の各種器官の移植が黄色単独飼育幼虫遊鮭腹部の体色におよほす影響

地各々の組みノ合わせの体色を示したi廷寓朋真部数

移植した器官望讐姦た諾藩eeⅠ~Ⅰ荒ⅣⅤ
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ⅠⅠⅠⅡⅣⅤ ⅠⅠⅠ宜ⅣV
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食道下神経節5ー923
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傷をつけたものー4ー3ー
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表14. Juvonilo hormonoの注射が黄色単独飼育幼虫遊離腹部の体色におよほす影響

､功各々の組合わせの体色を示した遊離腹部数
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表15.集冶､飼育幼虫の脳一側心体-アラタ体一食道｢て神経節の移植が黄色単独飼育幼虫遊離腹
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表16.集合飼育幼虫の脳一側心体-アラタ体一食道下神経節の移植が黄色単独飼育幼虫の体色

におよぼす影響
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表17.集ノ合飼育幼虫の脳-側心体-アラタ体一食道下神経節連.合体の移植が穫色Z)至赤褐色単
独飼~育幼虫遊雷蔓腹部の体色におよほす影響

地各々の組ノ合わせの体色の示した遊離腹部数

柳直した器官望誓姦た供y,e色黄色
樺色 赤褐色

1ⅠⅠⅢⅣⅤ ⅠⅠI丑ⅣⅤ試数ⅠⅠⅠⅡⅣⅤ

芸恵芸蓋笠蒜嘉f631.0.
筋肉ー0

3

4

45l

43

6



ヴr

表18.集ノ合飼育幼虫の脳一側心体-アラタ体一食道下神経節連ノ合体の移植が檀色か至赤褐色単

独飼育幼虫の体色におよぼす影響

各々の組合.わせの体色の示した幼虫数
刑垂

移植した器官望筈姦た冨T#ype色ⅠⅠⅠ詣Ⅴ
檀色 赤褐色

ⅠⅠⅠ丑ⅣⅤ ⅠⅠⅠⅡⅣⅤ
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表19.集ノ合飼育幼虫の食道下神経節の移植が黄色単独飼育幼虫の体色におよほす影響

T也各々の組ノ合わせの体色を示した幼虫数

移植した器官望誓姦た供試Pe黄色
穫色 赤褐色

ⅠⅠⅠ盈ⅣⅤ ⅠⅠⅠⅡⅣⅤ虫数1ⅠⅠ誼ⅣV

食道下神経節5ー0
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表20.黄色単独飼育幼虫および集ノ合飼育幼虫の脳一側心体-アラタ体一食道下神経節の

移植が集冶､飼育幼虫避寒珪腹部の体色におよぼす影響

移植した器官 望誓畠姦供試数
各々のTypeを示した遊-F襲月夏部数

I ⅠⅠ 丑 Ⅳ V

黄色単独飼育幼虫の

脳一側心体-アラタ

体一食道下神経節

集一合飼育幼虫の

脳一側心体-アラタ
体一食道｢て神糸茎節
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1 8

1 8 l
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3 7
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※ Mann一冊1i七neyのU検定
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表21.黄色単独飼育幼虫および集合.飼育幼虫の脳一側心体-アラタ体一食道
下神経節連ノ合体の移植が黄色単独飼育幼虫遊駐腹部の体色におよぽす影響

移植した器官

･望誓姦た供試数
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筋肉 6 5 1



gT

が 21 < lこ 烏 合飼 育 印 虫 垂融腹部 へ の 観相に よ

フ て の 叫 至輯=,もミ 水 芸 の でL は T& い こ と 互 5=､し｢

い盲 ○

･･ま
T=′ 3 1D

-

I q7綿賢か ら
′

単純飼

育幼 乳 o'連合体 q)弓咋相lこ
よ 3 掌.巨竜套恕初見 は

･秦食餌笥
餌 乳 q) t{ 丸 よ L)有 言 二 乙 が京 き わ T=

｡な
宗､′ 稗植操作互抑え布 い単線飼育 帥亀Q)

脳一倒IuL体- 7- ラ
タ伸一食直下神経節連名佃

か一冬 c'ま ま 乳体内 で畢､色小｣寺務鮭翠匝且散乱
し

て い 5 か yJt.う か は 未 う 青 緑Pnq と し て 戎フ 了 も､

リ/
-J欠q,東根Ittこの 良,こ- -

て諦ヾT=｡

う ーI( 由.ラ,の づ珍植に よ 3(卒 邑帝王毘仁烹寸寸 TS

ヽ

内 分=,*支 簡己の 買明

神鰹節 ヤ 内 令 =,･3(一眼の約布亘喪 常ト よ っ て ち q?

替営 か ら Q)汁､ ､レ モ ン の 令
=,A,=I*態 互把耳鼠

し よ ぅ

tLす 3 塙名/稗柏操イ乍卑 q'ヰ

軌 Q)刑 激 と 7=a:急 21が 各 号 T=

那-A-マ､､し モ 喪暗も 命=,A-ボ亀且

こ とか､､≠う｡例えlぜ′ 体現中

細 乳 08fpinia nubiLa乙i8 q'貼 は 摘出

巾 が､
.i･.

It'乞 ン 敢

d>三唱T= 喪 輯名籍果

榎 8東 し てII Ta= い

巾 7 r7 ) メ イ 甘､

杓植穂イ阜 句 ^t女 -



8ム

は喪態盲引 ミ ふこ 耳( cloutieretal･/ Jqら之) ｡

よ T=/カ イ コ Bombyxmopiて､･は付紙帥一息泉下 し1S

いゃ血性畠穐( N.)の 食違下神経節ヤ純一 食

垂下ネ中経原 産合体窒EI L･.卑仏性&後へ,稗相ヰ

和 ば′ 宿主 ほ株鴫qp息産屯こ
と が瀧5 (Hasegawa

/ I=2) ｡卑
し て/ Johnson andHill I( 'qワり は

ア フ リ カ ワ ヤリl(､ツ タ Loeu8ta migpatopia mig27atOr'ioide8

にも､- て 7 ラタ体､句碑植喪鹸t-求.いて
アラ タ

偉,■の 乳棒和
一､.Q)喪 隙 ql滝仲之判る ニ 21は -､･ミ

な - と - つ - LL ち 勺 鞍 こ-･′ 単托飼育軸取q,

体議甲lこ,製 邑経書奮鮭草 匝が一恵際t= 敏也 て 如 て

l､富 力､ ど" 5 か如 3 た 恥lこ 皮
L5､

Q7 プ吟相乗 ま韓互 も･

ニ 7iフ T=｡な も､′ 告恵形'# I:汁丁 盲 内 分
--/*･支

配療棉丸岡 ち 乃＼ lこ†吉 Tlわlこ 存 ふ 爪稗相乗禁絶

rt L -でしlで斡い 与 れ 言 う:,%で祝 言(Fワg.･a1′ I1も8

･･ wigglesworth, IqnO ,I FukudaandOhnishi
,

-q 71 ) ｡

I

隻
･客/.

冒

ど

敬

節

q)背面宅p の

り ㌔ o)夜

最 邑

It^P 蔑

痩.?､

J3t 輯

軍押倒有印曳′ 末簡邑草紙

し く 急･邑血 し

Tl鼻J&D飼育幻

皇

互

l･F -

2tFqlqF q)末 ミ ミlこ t77 y

帥 敦 賀リl個 7LL フ ぎ 首J



F?

白 日
の草紙旬竜印乳あ 3い は息合食司有印乳ヽ

I

管互に神髄( T=｡ Tl芯､′ 夜t?.恥触柏ラもは･Fukuda

and Ohnish土 く

iこ!!

七 <77 旦 は 停

学粍飼 育 し

飼育 し た｡

怒っ後,こ 青草割

o キ多埴 し T=

i-,T<t#;r,Lこ7iつ

(q nI ) -こ賛
し､･ TT=｡夜 t3･肖

窒 稗棺し

主が草根筒 音 抑 卑 q)唱名一ktt q)青 ま

′
宿主が覧食餌育釦卑q,積金 隻息

卑 し て/ ニ ん S q)帥 曳 互 耽薩 2今時

し て 神領 し += 梶 斤､輯 互 取 y I:-/し T:=

良 ふ 肖 は 阜 序 紳陀か､タト側ド 有 っ 7t

- L･て′ 脱皮竜貫か､3%q'或の 酔イ即･=

はい つて い 七o し Tlか- て/ itの或之頑ソ 平

Tl 'し て 服喪頒d,喪 ふ 巾 巨彩互 蓉傭マ君限五泉徴

鏡互申､､て観奪しT,｡号･-の絹皐/叩色は解埴

し T-痕 L?t 肖
-･礁マ な邑和て･l甘}t),常置 ヤ 泉邑

恥潰ミ 複ttt .=
一恵 d'傾向五 官い T=-一 千 とは塾

凝~-満つ花札ヾ､/表長の農邑巨竜野村lこ_闇して

l甘表illニ荒了£∋Iニなっ T=D 一石も3/貴J8

飼育印乳1稗碓し モ 存ふ P. J｡卦､､て け 21Ltん布

条佃d)帥曳か ら と - た宵ふ輯 て､･モ 所々lこ 黒色

邑泰廿Wr材て 4v rll

+=｡先祖萱草粗飼育餌虫
へ

d'稗確の場食l条令飼育和戦由来d)顔.31輯
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表22｡移植した皮ふ片の黒色色素形成に対する宿主の作用

皮ふを移植された
幼虫

移植し

皮ふを供与した幼虫 た皮ふ

各々の程度に黒色化

した皮ふ片の数

片数
+ ++a

実景色集.合飼育

幼虫

真黒色集ノ合飼育幼

赤褐色単独飼育幼

黄色単独飼育幼虫

虫 10

虫 10

10(3)b

2 8_

3 7

7

実景色集ノ合資司育幼虫
変哲色単独飼育 芸議書蔓晶蒜言蒜昌

黄色単独飼育幼虫

10

10

10

4

10

10

真黒色集ノ合飼育幼虫
黄色単独飼育幼虫 赤福色単独飼育幼虫

黄色単独飼育幼虫

10

10

10

9

10

10

++ 点々と所々に黒色色素が形成されている
a: + 微かに黒色色素が形成さ･れている

黒色色素は形成されていない

也:維持不良で脱皮しなかった皮ふ片の数
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,o順 の う ち
ら侶l｡あ･しlて催力､キ甘-

; ‡監藍色

鳥サ､苛争村て本T=が′ 襲邑よ･よ d.乱_鴇色草根簡

青郷虫由 泉d)顔.31輯 -け賢邑萱竜野叔ほみこ

ち七サ ー+=c 草色草紙倒ノ奄iJ7乳-巾餌場-は

/魚名飼育幻乳.=由来一言癌ふ輯一こい,1てl

例T=､､什堰か に草 色 管奄が形械て わT:が′ 化C'

序 ふ 肖
で､は一翼隻芭青l甘呼7&tミ

か 右77t - t.-

■iこ'

~~=__

邑

の食去果廿 ら′ 秦食餌青郷亀q'仲蒋甲lニは

化頚静電回打､亀良し′ 五簡邑卑鵠飼育如

卑Q>イ奉痛甲lこモ イ藍か な 廿､ら モ 瓦{i耳 3 ニ 乙 却､

綿密て 4-盲o ゝし -′ 荒福邑単粗食司育帥乳ヽ

細碓し 7i良ふち
o' ～ ち 東名飼育.幼賢q'

の みに旦色 芭毒げ､守ク砧1ネT= ニTLは′

有印亀之草紙飼育幼虫の牢ti､乙◆の闇に

薄紅雫良l=汁1盲 歯音･性lこ 臥し て 違ぃ

痩,i- 汽

魚 名餌

鼠 色化

ね､'' ~あ 盲

ヒ 息〒.碩 し て い 盲｡草 色単線食可育q77亀｢の

碑柏て･^1放か 有 里_声 色青野村1叶も こ つ T: =列は

休演中 に存在
し てい T=畏芭化竜奔放雫 田lニ £ TS

と碓密ても3が･′ 末書P璃の草色学絶句育叫乳
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q)イ容顔 守I= は 畏一菅化誇海草 匝 は 存 在 し て な い

とう t=思もわ盲｡
L 仁がフて/ラ

ー1O cl雫鞭

):もlけTS的確 し T:草 蔓 草う思句青郷曳 d)脂- イ則

tLtl体-アラ.妄乍-食違.下軸鰹節連合ふ廿うの
旦き化誇啓一凄 回dl放出は解植碩ン悼 ¥ d7 竜 c,の

杏llI/敦lこ よ 盲 pT 能･性廿､強 い｡

ち
-

lヱ 体色賛現ド訂寸 う T7 ラ タイ奉c)堀割lニ

-> い て 巾 木賃竜寸

放電 T3和藩 異 音 未 了 ア 7リ カ ワJ? I) 1(t ツ タ

Loeu8士a migpa士.opia q7与取粗相 q)弓貰

Q)高了台･l僅
に √ っ て 引 き 右L

･qF4, JqもD) ｡毛
こ -

ち.い て モ/本 邑 の -7貰 巨 イLt に ア

い イ本 色l一 丁 ラ タ イ本

さ れ て い 盲 (L. Joly

ァ ヮ ヨ ト ラ 帥 曳 に

ラ ブイ奉 が奉青年む的Ta:

絹針玉 東 し て u T5 か どL ラ か知盲 T= わ. 7 ヲ タ

イ奉の神子直ヒ juvenileh.rm｡ne q)注射専一純忠宗･
= 花

フ-7王｡

3
- t2- l 草紙簡育乏甘 忠 の 側Lし･伸一 ア ラタ

イ奉連合体ま･よが脂-イ則Lu､体-ア ラ タ林産J%イ本

a)鼻J&El旬育幼生へ q)稗植



F 今J日 日 の 草根飼 育 幼 虫の イ剛fLtt僻･一 丁 ラ

タイ本連合ノ体 Fセキあ 言 い は純一 側ICt伸 一

ア ラ ア

伸鼻合乍5一個互同今朝巾集合飼育印亀.D苛も

贈辞､穆相して7,き フブき集･4D飼育し ′
II筋

肉■tlを稗巧適 し T= 1LT照匡 の 幻 乳 ヒ と 今lニ七 つ 7:I

輔Ql体邑苫上ヒ解し T-｡そ･の爺果′ 表23lニ示す

ようl=イ即LuL､伸一ア ラタ傭連名傭′ 昭一側､じ伸

一ア ラタ林産合体′ "鰯由II包鯵相し T:印曳

は
いすt jv告 が/ Type =Ⅴ/ V 互示 し T=○ 地色に

闇 し｢モ 雷管爪稗ヰ直lこJ:冨罵ク響は付言 臥 さ れ

な 朴 っ T= o

ヲ→L21-2 Juvenilehorm｡ne 中 泉食餌育鮒乳｢

の 注射

耽夜之l士I時間前 宙 古 Tt^t- ♭一 土 二l師憩 前...･).秦

盾潮音F乍幼虫へ pea-toil 2･㌻rAに--/5即 し七juve-

nile hormone

嘩簡 碓 q?

i'

/q芸

イ本 匠

誤写 いぼF作五注射L て柁宙24

互観無しT=l｡鞍巾鱒泉′ 泉2チーニ

京 耳 訂 5 lニ juvenile hormone:/i新 区lこ モ Peanut Oi1 互

譲如rしT=柵照区Lニモ Type=Ⅴ/ V之荒すキーのが

年数 生 し､T=c
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表23.集ノ合飼育幼虫への単独飼育幼虫の側心体-アラタ体連ノ合体及

び脳一側心体-アラタ体連ノ合体の移植が体色におよぼす影響

幼虫当り

移植した器官 移植した 供試虫数
器官数

各々の町peを示した幼虫数

Ⅰ ⅠⅠ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

側心体-アラタ
体連.合体

月送一側心体-ア

ラタ体連合体

筋肉

10 10(2)

5 10(3)

10(2)

6 2

4 3

4 4

( )死亡数
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表24. Juvenile hormoneのブ主射が集.合飼育幼虫の体色におよぼす影響

注射した発育〔春期
注射したjuvQnile 溶媒(peanu七 供試

各々のTypeの幼虫数

bormono号 o11)量 虫数 Ⅰ ⅠⅠ Ⅱ Ⅳ Ⅴ

10

10

10

月見皮 6±1時間前

10

10

10

1 9

4 6

t 9

2 6 2

2 8

7 3
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はイ本声 の 脊化す 恵 も ち邑 色色素 Q)滅･y と緑.負
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一節巾草紙簡育印臥.-み与
4v3体色の赤
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わlこ/ :X下Lニ述､ヾ盲髄質官の締出吻や庵満亨物

q)

I/主射常､絶息補足 的Jニ 末. = な, 7i｡

ぅ ーJち
-

I 食鼻下宇守経節go7(. ethylalcoho1抽出

物c7 集 合飼 育 q77生産海綿葡
へ

q'車射

ヲ乍 貴名飼育細乳食遺下神経節Q7奄TQi物七

水キ盛出地溝.隻,i;句育如臥適静聴葡へ藷如し
モ
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｡

脱皮-､土'輯牌論鳥令飼育 Fす帥乳Q7食且
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下神経節 げOO個 皇帝声酵鳩
し て acetonef

p4R
セ抽

えて 吋■ラ ス製 TrLモ吋●サ イ1t--
で･庵辞し 7:一婚′

遠･じ･令敵(之b｡O
匝襲/JS/ to令問)し T:｡上

･,iか 与 は滅声
し て acetone 包蹄 い た 寸食1ニ 少 号n

辞林和宮互碍7:-- ｡改膚幼(=
f16D%ethylalc｡h｡I I

山 毛紳 え て 訂 < 摘 つ
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L′ 8O〆

ethylalcohol押出物はO.q〆NaCl -･･.a
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賀 寸 言 昔の 貴 台飼育 朗色頭脊協由 ユ息41

acet｡ne ま･占 がgo yD ethylalcoh｡1押出 坤老作製
L て

軒哲区lニ 附 い T-｡ち し て′ 線庭 勺 工l暗闇前

妻会食可育 F今相戦の笥 う鴫簡"<碩Q'遵融鴫野
へ 骨鼻下神経節q) acet｡ne 締出 物(含量下神経
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節旨O個令)
′

go･/a ethylalc｡hol才由出物(食道下神

経節 to,之D,今0個iT)卦S 心一筋内q,締出 物息

I,主計し T-
｡モ の節農/義之F t=帯 下 よ う

-ニ食違
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如し -T=-一連観綿軸は粍彪循
Type =/ ==/ ===なht'

の=/*K､､佃管･1な9′ 食道下軸経簡のgo･/a ethyl

alcoho軸出物息女如 しT=蕗鮎鴫竜早l音
Type.=Ⅴ
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V

q)毒
し < 邑 を化 し

7Tl藩敵頼葡lこ
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｡

-

q'■解果 は食違て 神経節巾 写O yo ethylalcoho1坤出物

中J･= 果 声 イヒ ≒療恕葛 飽か･食 言 如 てIl盲 二 乙 竜 示

し て Ll 盲

-Jk.こ′ 異菅化預恕要因が鴫申の 甘､の ょ う な

幣音 暗闇 に仲 田 し T= 場合Iこ星 空 化 か-一首･ニ 吉 O)

か如盲T:払lニ,集食餌育~F耳幼曳息脱乾zf土

l鴫簡南Jこ脚部の緒5 で経常し′ ちもか ち12

/
.r′ は喝簡経過

t' T=甚観相部-A-T;わち 号4u

ヰl和紙晦 q工J
,も王( / 3工I日寺簡筒の遜

海相蔀､食道下神経帝q,計o a/o ethylalcohol締出吻
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表25.食三三下神経節の抽出物が集ノ合飼育幼虫遊整版部の体色に与える影響

)t主射したもの
(溶媒)

1遊離腹 供試遊 各々のTypoを示した逆襲綾部数
部当り注 駐腹部
茄冒左茎蒜'｣久]-｣王 II- E Ⅳ Ⅴ

食道下神f.塁節畠oQ七one

才由出土物
(a,cetone)

食道下神経節80%

ethyl alcohol抽出物
(o.9%ⅣaCl)

筋肉 ace七o11e事由出物
(ace七one)

筋肉80%

o七byl alcobol抽出物
(o. 9%三rtlaC1)

80 10

10 10

20 10

40 7

7

10

9 l

1 6

4 5 l

5 5

10

7
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( J重態確守当 t)貧者下神経節20個句)ぁ言

い け宮古肉の袖出 物之=/t卯t +I.締尊 皇貴之いこ
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表26.異なる発育時期の集合飼育幼虫遊配膳部の食道下神経節80% oも吋I alcohol

抽出物に対する反応

注射したもの

1遊欝腹部
当り注射し

た量(食道~下
神経節数)

した

注射
供言式 各々のTypeを示した這e-=:腹部数t J･_
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_.｣ヽンJ＼E寺真弓 -T:: Ⅰ Il -lf. Ⅳ V
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筋肉80%
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9※

6

3

9

6

3

10
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10(り
3

10 3

10 2

5

5

6

I

3

I

2

2

7

5

5

3

3

I

※各々脱皮前≡寺問を示す′( )死亡数
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表27.熟処≡哩した食道下神三遷節80%ethyl alcoho1抽出物の黒色化言秀起作用

1遊離語部当り1+三ゴ 各々のTypeを示した遊要望腹部数
注射したもの 注射した量(食

供言式

這軍蒜遠蒜表)A異数Ⅰ ⅠⅠ Ⅱ Ⅳ Ⅴ

熟処三塁

食道下神経節80%
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熱処理
顛肉80% o也yl

aloobol抽出物

20 10(り

7 5 2

( )死亡数
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表28.各種神経節磨砕物の集合飼育幼虫退き隻腹部への注射

注射したもの

1逆手撃腹
部当り注 供試遊離 各々のTypQを示した道悪綾部数

射した神 B真部数
経節の数

Ⅰ ⅠⅠ Ⅱ Ⅳ Ⅴ

月送

食道下神経節

第1摘節神経節

第2胸節子幸経節
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第1月麦節神経節

0･9%ⅣaCl lOrl

20

(;5o.
20

20

20

20

10

10

10

10(3)

10

10(2)

10(り

10(り

10(1)

3

2

6

3

I

4

7

3

4

4

4

I

6

2

2

4

4

5

2

2

2

4

5

( ) 死亡数
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表29.単独飼育幼虫遊離腹部体色へ食道下神経節磨砕物注射がおよほす影響

警官畠誓警芸≡詣慧諾昌注Typ}e&色%fen組脚慧示した遊整竺≡芸≡ヽ/-T=

Jt三ピ丘/､

ⅠⅠⅠ■丑ⅣV ⅠⅠⅠ丑F[Vの数ⅠⅠ1丑ⅣⅤ

票差蒜(三三芸冨:Z.
27

8

I

I

ア

ア

筋肉黄色ー0ー0

票差芸(≡.o霊芝:芸霊芝;
筋肉櫓色o赤褐色7 7
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表30｡単独飼育幼虫体色へ食道下神経節磨砕物の注射がおよぽす影響
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表31｡黄色単独飼軍幼虫遊空筆頭胸膜部･遊哲郎真部の体色へ黄色単独飼育幼虫月遥一側心体-アラタ体一
食道下神経節磨砕物の注射がおよほす影響 e

注射した磨砕物の地ー＼草々の体色を示した遊離頭駒腹部及び遊離真部の体色

琶警.;i(嘉警警慧晋漂射されたもー供yPo色黄色樺色 赤褐色

体の数)試数ⅠⅠⅠⅡⅣⅤ ⅠⅠⅠⅡⅣⅤ ⅠⅠⅠ丑ⅣⅤ

E)
3

32

神〔経節連ノ合体(20)遊離頭胸腹部52

筋肉同上1064
+

神経節連合体(20)遊離腹部5

筋肉同上ー0ー0

*

連ノ合体 脳一側心体-アラタ体一食道下神経節
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表32.集ノ合飼育幼虫における神経索の切断が体色におよぽす影響

切断した部位
供試 各々の町poを示した幼虫数
虫数

Ⅰ ⅠⅠ Ⅱ Ⅳ Ⅴ

脳一食道｢て神経節間

食道下神経節一第1胸節神経節問

第1胸節神経節一第2胸節神経節問

第2胸箭神経節-第3月句節神経節問

第3胸節神経節一第1旗節神経節問

傷を付けた幼虫

29

31

26

31

30

30

lt 15

2 20

T ]4

18

5 15

6

3

8 1

0 1

9 4

7 3

2 12
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表33.脂-食道下神経節連名､体の黒色化誘起機能に対する環境神経鮮連合切
断の影響

移オ直した器官
移植し 供試選 各々U:,rPy-IPeを示した遷雷撃渡部数

た器官 離腹部

の数 数 請. Ⅰ王 遜 Ⅳ V

月遥-食道下神経節連･合体

脳と食道下神経節 各々3 10

第1胸節第2胸節神経節
連合体

筋肉

( ) 死亡数

3 6

3 7

8 2

6 4

3 11 ! 6 4

=) 3 d I
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表34･. 5令1日目集ノ合飼育幼虫への集ノ合飼育及び単独飼育幼虫の脳と食道下神経
節のいろいろな組み′合わせの移植が､後の遊離腹部の体色におよぼす影響

移植した器官

幼虫当り

移植した
器官数

供試
各々のTypeを示した

買蒜 警∈警部数¶r Tr r Tr

Ⅰ ⅠⅠ Ⅱ Ⅳ Ⅴ

集ノ合飼育幼虫の

黄色単独飼育幼
虫の

脳一食道下神経節連合体 3 1 0

脳と食道下神経節 各々3 10

脳一食道下神経節連合体 3 10(2)

6 3

5 2

3 3 2

脳と食道下神経節 各々3 10(3) 1 5 l

集ノ合飼育幼虫の筋肉 10 6 4
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表35.触角の切除が黒色化におよぼす影響

処理条件
供言式 生存
虫数 虫数

それぞれのTypeを示した幼虫数

Ⅰ ⅠⅠ Ⅱ Ⅳ Ⅴ

両側の触角除去

片側の触角除去

無処理

単独条件~下飼育

40

40

40

20

29

26

35

18

17

14

5

12

12

30
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図12.幼虫体色の黒色化の生理的機構
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